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新版『資本論』新日本出版社 第一部 

 

９月 17日   

 イントロダクション 

 第 1分冊 「第二章 交換過程」まで 

10月 15日 

 第１分冊 「第三章 貨幣または商品流通」から第 2分冊 

11月 19日 

 第 3分冊・第 4分冊 

 

イントロダクション 

  

１．『資本論』の「森」：『資本論』の全体構成 

  □ 第一巻  第一部：生産過程 第１分冊～第４分冊 

   〇 資本はどのように生産されるのか 

      ⇒ 資本を理解するための論理的前提として、商品、価値、貨幣を把握 

   〇 資本とは？ 

      ⇒ 貨幣による価値増殖の運動体＝剰余価値 

    〇 剰余価値生産の２つの方法 

      ① 絶対的剰余価値生産 ② 相対的剰余価値生産 

    〇 剰余価値の資本への転化＝資本蓄積 

      ⇒ 労働者の搾取による剰余価値が再び資本に転化 

        ＝ 資本－賃労働関係の拡大再生産 

  □  第二巻 第二部：資本の流通過程 第５分冊～第７分冊 

  〇 資本主義的生産様式の再生産過程 

    ① 個別資本の流通過程での運動（第一篇・第二篇） 

    ② 社会的総資本における再生産 

□  第三巻 第三部：資本主義的生産の総過程  第８分冊～第 12分冊 

    〇 資本主義経済の全体像の再構成 

 

２．『資本論』の方法 

  □ 上向法；抽象から具体、単純な諸規定から総体＝発生論的方法 

    （下向法：表面的諸現象を掘り下げ単純・抽象的な諸規定へ） 

    ⇒ 下向法と上向法の総合：混沌とした表象 → 多くの諸規定と諸関連をともなっ

た豊かな総体＝社会を動かす内面の論理＝運動の法則の把握 
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第一部 資本の生産過程 

第一篇 商品と貨幣 

 

課題 

 資本主的生産様式におけるもっとも単純かつ基本的な範疇＝「商品」 

  ⇒ 商品分析から出発して、商品に内在する矛盾の展開のなかで貨幣が必然的に成立す

る過程を解明 

   ★ 商品世界：一般的諸商品＋貨幣 によって成立 

 

第一章 商品 

■ 「資本主義的生産様式が支配している諸社会の富は、『商品の巨大な集まり』として現わ

れ、個々の商品はその富の要素形態として現われる。したがって、われわれの研究は、

商品の分析から始まる。」                  【① p. 65】（p. 49） 

   ⇒ 商品：資本主義経済の基本的細胞形態 ＝ 資本主義的生産関係の基礎的契機 

 

■ 商品の二要因 

 ◎ 使用価値 

  ○ 商品＝人間の欲望を満足させる有用物 → 有用性による「使用価値」 

    ⇒ 富の社会的形態にかかわりなく、富の素材的内容 

     ★ 使用価値：商品の不可欠の前提だが、使用価値のすべてが商品ではない 

        例：自家消費用の生産物：使用価値であるが商品ではない 

    ⇒ 商品：生産物が他人と交換されることが前提 

      商品の使用価値：商品所有者の欲望のためではなく、非所有者の欲望の満足 

   「使用価値は、富の社会的形態がどのようなものであろうと、富の素材的内容をなし

ている。われわれが考察しようとする社会形態においては、それは同時に交換価値

の素材的担い手をなしている。」                          【① p. 67】（p. 50） 

    ⇒ 商品＝使用価値＋交換価値 

   ◎ 交換価値 

  ○ ある使用価値が他の使用価値と交換される量的関係＝交換比率として現われる 

    ⇒ xキログラムのコメ → yリットルのガソリン → zメートルの綿布と交換 

       使用価値としては異質だが、交換価値としては等しい 

    商品＝使用価値としては異質な物的属性を前提とした交換 

     ★ 交換価値：使用価値も物的属性も捨象した後に残る属性＝労働生産物 

   「…区別のない人間的労働の、すなわちその支出の形態にはかかわりのない人間的労

働力の支出の単なる凝固体以外のなにものでもない。これらの物が表わしているの

は、もはやただ、これらの物の生産に人間的労働力が支出されており、人間的労働が
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堆積されているということだけである。これらの物に共通な、この社会的実体の結

晶として、これらの物は、価値 ─ 商品価値である。」       【① p. 71】（p. 52） 

          ★ 商品の交換価値の内実＝抽象的な人間労働の結晶＝価値 

       → 価値：商品の交換比率としての交換価値に表現 

 

■ 価値の大きさ 

 ◎ 「価値を形成する実体」                                     

  ○「…すなわち、労働の分量によってである。労働の量そのものは、その継続時間によ

ってはかられ、労働時間はまた、時間、日などのような一定の時間部分を度量基準

としてもっている。」                               【① p. 72】（p. 53） 

  ◎ 社会的・平均的な必要労働時間 

  ○ 当該社会の標準的な生産条件、労働の熟練・強度の社会的平均度において、ある商

品を生産するのに必要な労働時間 

    ＝商品価値の実体としての無差別の人間労働は社会的・平均的な労働力の支出 

 

■ 労働の二重性 

「最初に、商品は、二面的なものとして、すなわち使用価値および交換価値として、われ

われの前に現われた。のちには、労働もまた、それが価値に表現される限りでは、使用

価値の生みの母としての労働に属するのと同じ特徴を、もはやもっていないというこ

とが示された。商品に含まれる労働のこの二面的性質は、私によってはじめて批判的に

明らかにされたものである。」                【① p. 77】（p. 56） 

 ◎ 具体的有用労働 

  ○ 使用価値を生産する労働：一定の目的、作業様式、対象、手段、結果によって規定

された具体的な活動 → 具体的な労働の有用性が使用価値として現われる 

    ⇒ 使用価値：質的に異なる ＝ 具体的有用労働：質的に異なる労働 

    ○ 「その生産物が一般的に商品という形態をとる社会においては、すなわち商品生産

者たちの社会においては、自立した生産者たちの私事として互いに独立に営まれる

有用的労働のこうした質的区別が、一つの多岐的な体制に、すなわち社会的分業に、

発展する。」                                            【① p. 79】（p. 57）  

    ⇒ 相互に独立した私的労働として行われた具体的有用労働によって生産された

生産物が商品として交換されることによって、私的労働が社会的分業の一環と

して現われる 

      ＝ 私的労働：社会的総労働の構成 → 同等の人間労働として把握 

 ◎ 抽象的人間労働 

  ○ 具体的有用労働としての異質な私的労働は、他面では人間の筋肉、神経、頭脳など

エネルギーの生産的支出としては同質性を有する ⇒ 抽象的人間労働  
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   ＝商品を価値として等置・交換する形態として現象 

 

■ 労働の生産力 

 「生産力は、もちろんつねに、有用的具体的労働の生産力であり、実際、ただ、所定の時

間内における合目的的生産的活動の作用度だけを規定する。だから、有用的労働は、そ

の生産力の上昇または低下に正比例して、より豊かな生産物源泉ともなれば、より貧し

い生産物源泉ともなる。これにたいして、生産力の変動は、それ自体としては、価値に

表わされる労働にはまったく影響しない。生産力は、労働の具体的有用的形態に属する

から、労働の具体的有用的形態が捨象されると、生産力は、当然、もはや労働に影響を

与えることはできない。」 

            使用価値：増加 

   生産力上昇            例：１時間でトマト 10個収穫 → 20個収穫 

            価値：不変       ・採種能力 2倍 → トマトの使用価値 2倍 

                                               ・1時間の労働時間 → 人間的労働変化なし 

 

■ 価値形態：価値表現＝価格（貨幣による表現）の解明 

 ◎ 単純な価値形態： 20エレのリンネル ＝ 1着の上着：形態Ⅰ 

  ○ リンネルはその価値を上着を材料として相対的に表現：相対的価値形態 

     ＋ 上着はリンネルの価値を表現する材料：等価形態＝価値のモノサシ 

   ⇒ リンネルは上着を「回り道」して価値表現 

     ＝リンネル生産の織布労働を上着の裁縫労働との異質の関係を抽象的人間労働

＝等質の労働に還元 

 ◎ 等価形態 

  ○ 上着（等価形態）が価値物であるのは、リンネルとの価値関係のなかだけ 

     ⇒ 上着には価値物という属性＝「他の商品との直接的交換可能性の形態」があ

るように見えてくる → 上着の方が価値関係の主体であるかの逆転した見せ

かけが生じる 

    ○ 上着（等価形態）がそのままで価値物になる 

     ⇒ 上着生産の具体的有用労働がリンネルの抽象的人間労働の現象形態 

       ＝ 私的労働が社会的労働の現象形態 

 

■ 展開された価値形態 

 ◎ 単純な価値形態（形態Ⅰ）の不十分性 

  ○ リンネルの価値を個別的・偶然的に上着の使用価値で表現しているだけであり、商

品価値の社会的・一般的表現としては成立しない 

 ◎ 価値形態の発展：形態Ⅱ 



5 

 

    20エレのリンネル＝1着の上着 

             ＝10重量ポンドの茶 

             ＝40重量ポンドのコーヒー 

             ＝１クォーターの小麦 

             ＝2オンスの金 

             ＝1／2トンの鉄 

                  ： 

               ：                              【① p. 113】（p. 77） 

               等々 

     リンネルの価値＝多数の商品で表現 

      ⇒ リンネル以外の商品はリンネルの等価物 

        ＝ リンネルの価値を形成する労働は他の商品の具体的形態は異なるが、

人間労働としては無差別 

 ◎ 形態Ⅱの欠陥 

  ○ 等価形態の無限に延長され未完の系列 

  ○ 価値表現の雑然とした集合 

  ○ リンネル以外のすべての商品も、同様の関係が成立 

     ⇒ 相対的価値形態とする無数の商品群が存在 

  ⇒ 統一的な関係が不明 

 ◎ 逆の価値表現：一般的価値形態：形態Ⅲ 

  ○ 左辺と右辺：相対的価値形態と等価形態として異なる役割 

    ⇒ 左右両極をどの商品が占めるのかは限定されていない 

          1着の上着＝20エレのリンネル 

          10重量ポンドの茶＝20エレのリンネル 

                 ： 

                 ： 

                  等々               【① p. 118】（p. 79） 

        ⇒ 1つの商品（リンネル）を等価形態とした「一般的価値形態」 

  ◎ 価値形態の性格変化 

  ○ 「私事」から「商品世界の共同事業としてのみ成立」 

   「新しく得られた形態は、商品世界の諸価値を、商品世界から分離された一つの同じ

商品種類、たとえばリンネルで表現し、こうして、すべての商品の価値を、それらの

商品のリンネルと同等性によって表わす。リンネルに等しいものとして、どの商品の

価値も、いまや、その商品自身の使用価値から区別されているだけでなく、およそ使

用価値というものから区別されており、まさにそのことによって、その商品とすべて

の商品とに共通なものとして、表現されている。」        【① p. 120】（p. 80） 
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    ＝価値表現の社会的性格の獲得 

 ◎ 一般的等価物 

  ○ 一般的価値形態において等価物の役割を担う商品＝一般的等価物 

    ＝現物形態のままで、すべての商品の等価物となる 

  ○ 一般的価値形態という特定の価値関係における一般的等価物となる商品の機能 

    ⇒ 表面上、特殊な商品が本来もっている属性であるかのように見える 

      ⇔ 等価形態にある商品が発展して一般化したにすぎない 

 

■ 貨幣形態 

 ◎ 相対的価値形態からの排除 

  ○ ある商品が相対的価値形態から排除されて、他のすべての商品の等価形態におかれ

れば、その商品は一般的等価物となる 

    ⇒ その排除が社会的習慣において特定商品に限定 → その商品は貨幣 

     ＝ 価値形態は貨幣形態：形態Ⅳ 

        20エレのリンネル＝ 

        1着の上着＝ 

        10重量ポンドの茶＝ 

        40重量ポンドのコーヒー＝ 

        1クォーターの小麦＝        ２オンスの金 

        1／2の鉄＝ 

            ： 

            ： 

            等々＝                 【① p. 126】（p. 84） 

    「さて、その自然形態に等価形態が社会的に癒着する独自な商品種類は、貨幣商品とな

る。または、貨幣として機能する。商品世界の内部で一般的等価物の役割を演じること

が、その商品種類の独自な社会的機能となり、したがって、その社会的独占となる。形

態Ⅱではリンネルの特殊的諸等価物の役をつとめ、形態Ⅲでは自分たちの相対的価値

を共通にリンネルで表現する諸商品のなかで、この特権的地位を歴史的にかちとった

のは、特定の商品、すなわち、金である。」              【① p. 126】（pp. 83-84） 

 ◎ 価格：商品の価値表現の完成 

  ○ 価格：すべての商品価値 → 金の一定分量で表現＝「価格」 

   ★ 価値形態論は、「この本〔『資本論』─宮﨑〕」全体にとってあまりにも決定的だ。

…（中略）…最も簡単な商品形態が、貨幣形態の全秘密を含んで」いる。 

【全集㉛ pp. 256-257】 
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■ 商品の物神的性格 

 ◎ 商品形態の神秘性 

  ○ 「商品は、一見、自明な、平凡な物らしく見え」、「商品には神秘的なものはなにも

ない」                                                  

    「ところが、テーブルが商品として登場するやいなや、それは感性的でありながら

超感性的な物に転化する」                           【① pp. 128-129】（p. 85） 

      ⇒ 使用価値：属性的に人間欲求を満たすのであり「感性的に」認識できる 

価値：人間的労働の支出であり、労働の量であり、明確 

  ○ 「〝入れ替わり″」→ 神秘性の根本 

    人間同士の関係が人間の関係として現われてこず、商品と商品の関係＝物の関係

として現われる 

      ⇒ 商品世界は、人間の労働の社会的な性格を、労働生産物という物の性質と

して反映させ、社会的分業のなかでの生産者の位置も、市場における商品と

商品の関係として反映させる 

   ○ 物神的性格 

    人間労働の生産物である商品・貨幣が、逆に人間を支配する力として現われる 

   

 

■ 交換過程 

 ◎ 全面的交換の矛盾  

  ○ 商品の使用価値としての実現＝持ち手の変換＝商品交換 

    「全ての商品は、その所有者にとっては非使用価値であり、その非所有者にとって

は使用価値である。」                                 【① p. 153】（p. 100） 

    ⇒ 商品を価値として相互に等置・価値として実現 

      ＝ 使用価値としての実現の前に、価値として実現する必要 

              ⇔ 価値として実現する前に、使用価値であることを実証する必要 

◎ 全面的・常時的交換 

  ○ 偶発的な物々交換ではなく、すべての商品相互の交換であるためには、すべての商

品が同時に「使用価値として実現」されると同時に、「価値として実現」する必要が

ある 

    ⇒ 貨幣の媒介によって全面的・常時的交換が実現 

  ○ 販売と購買：2つの過程 

     販売：商品の「使用価値として実現」 → 一般的等価物の貨幣を受け取る 

      ＝ 「価値として実現」 
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■ 貨幣 

 ◎ 「商品交換がそのもっぱら局地的な束縛を打破し、こうして商品価値が人間的労働一

般の体化物にまで拡大していくのと同じ割合で、貨幣形態は、生まれながらにして一

般的等価物という社会的機能に適している商品に、すなわち貴金属に移っていく。と

いころで、『金銀は生まれながらにして貨幣ではないが、貨幣は生まれながらにして

金銀である』ということは、金銀の自然属性が貨幣の諸機能に適していることを示し

ている。」                    【① pp. 159-160】（p. 104） 

  ○ 任意に細分化、合成でき、質的変化が生じないため、質的には同等で、量的にのみ

区別することができる 

○ 相対的に少量の使用価値のうちに大きな価値を含むことから、運搬・保管に便利で

ある 

○ 高い耐久性と滅失しにくいため、価値保全能力が高い。 
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